
東北支部

　[件　　名]　傾斜した仮設材上で滑り右足首を受傷

　　　　　　　

　[作業内容]　仮設橋撤去工事

　[発生状況]  仮設橋撤去作業時、玉掛けワイヤを運搬するため、傾斜地に置いてあった仮設材（鋼製

 マット）に右足を載せた際に滑って転倒し、仮設材を滑り落ち右足首をぶつけた。

　[被災程度]　右足関節外果骨折

　[服装・装備]　作業服上下、保安帽、スパイク付き地下足袋、皮手袋

　[発生原因]　

　・鋼製マット上でスパイク靴が滑るという認識がなかった。

　・作業効率を優先し、移動距離短縮のため鋼製マットが重なっている斜面に足を踏み入れた。

　・鋼製マットを傾斜地に仮置きしても問題ないと考えた。

　・作業通路を確保しなかった。（作業通路確保の重要性を認識していなかった）

　・乗込み時教育等における作業班に対する安全教育が不足していた。

　・TBM-KY時、鋼製マット上の歩行の危険性について共有しなかった。

　[再発防止対策]　

　・仮設材を仮置きできる平坦な場所や作業通路を確保する。

　・やむを得ず傾斜地に仮設材等を仮置きする場合は台木等を使用して水平に仮置きできるような対策

　　を講ずる。

　・やむを得ず仮設材等を傾斜地に不規則かつ不安定な状態で仮置きする場合は、区画ロープ・カラー

　　コーン等で立入禁止処置を講ずる。

　・乗込み時教育・現場パトロール時に、スパイク靴は鋼製マット等の上では滑り易いことを教育、指

　　導する。

　・乗込み時教育・現場パトロール時に、いかなる場合でも省略行為をせず安全最優先で作業すること

　　を教育、指導する。

　・乗込み時教育において伐採作業はもちろんのこと仮設工事に限定した過去の災害事例や労働災害の

　　再現CG動画を視聴し作業員の安全意識の向上を図る。

　　 　　　該当項目に〇印を付ける。

　　　　2．災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。

　　　　　 特に感電の場合は支持物、電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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を撤去するため，玉掛者へ玉掛けワイヤ

を渡すために移動した。

山側に仮置きしてあった鋼製マット

の上を歩行しようと右足を鋼製マッ

トに乗せた際に滑って転倒し，鋼製

マットの上を滑り落ちた。

被災者が滑った方向に鋼製マットが

重ねて置いてあったため，鋼製マッ

ト側面に右足首をぶつけた。
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